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1
教
育
に
お
け
る
エ
ビ
デ
ン
ス
と
は
何
か

教
育
に
お
け
る
エ
ビ
デ
ン
ス
と
は
、
研
究
に
よ
る

精
緻
な
デ
ー
タ
の
産
出
と
教
育
政
策
・
実
践
で
の
デ

ー
タ
活
用
の
双
方
を
指
す
言
葉
で
あ
る
。
多
義
的
な

こ
の
言
葉
を
、
こ
こ
で
は
、
ポ
ー
プ
ら
の
整
理
に
準

じ
、
研
究
者
か
ら
供
給
さ
れ
る
「
知
識
支
援
型
の
エ

ビ
デ
ン
ス
」
と
政
策
立
案
者
の
需
要
に
応
じ
て
用
い

ら
れ
る
「
政
策
決
定
支
援
型
の
エ
ビ
デ
ン
ス
」
に
分

け
て
説
明
し
た
い（

１
）。

研
究
者
主
導
に
よ
る
「
知
識
支
援
型
の
エ
ビ
デ
ン

ス
」
は
、「
エ
ビ
デ
ン
ス
」
と
い
う
言
葉
が
早
く
用

い
ら
れ
、
か
つ
普
及
し
て
い
る
医
療
に
お
け
る
厳
密

な
定
義
を
伴
う
。
医
療
で
は
、
ラ
ン
ダ
ム
に
分
け
ら

れ
た
二
つ
の
等
質
グ
ル
ー
プ
の
う
ち
、
一
つ
の
グ
ル

ー
プ
に
投
薬
や
治
療
を
行
う
な
ど
の
介
入
を
行
っ
た

実
験
群
と
、
介
入
を
行
わ
な
い
対
照
群
と
の
比
較
に

よ
る
ラ
ン
ダ
ム
化
比
較
試
験
（R

andom
ized 

C
ontrolled T

rials 
以
下
、
Ｒ
Ｃ
Ｔ
ｓ
）
で
得
ら

れ
た
結
果
を
集
積
、
そ
れ
ら
を
系
統
的
レ
ビ
ュ
ー

（System
atic R

eview
 

以
下
、
Ｓ
Ｒ
）
し
た
も

の
が
、
最
良
の
「
エ
ビ
デ
ン
ス
」
と
さ
れ
る
。

そ
れ
に
対
し
、「
政
策
決
定
支
援
型
の
エ
ビ
デ
ン

ス
」
は
、
政
策
立
案
者
か
ら
の
需
要
に
応
じ
る
も
の

で
、
政
策
決
定
時
に
有
用
と
な
る
デ
ー
タ
や
情
報
な

ど
、
と
き
に
は
量
的
デ
ー
タ
の
み
な
ら
ず
質
的
デ
ー

タ
な
ど
の
多
様
な
も
の
を
「
エ
ビ
デ
ン
ス
」
と
し
て

と
ら
え
る
。

2
知
識
支
援
型
の
エ
ビ
デ
ン
ス

「
知
識
支
援
型
の
エ
ビ
デ
ン
ス
」
は
、
知
識
の
有
効

活
用
と
い
う
道
具
的
目
的
を
持
っ
て
、
ま
ず
は
医
療

の
世
界
に
「
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
医
療
」

（E
vidence-B

ased M
edicine 

以
下
、
Ｅ
Ｂ
Ｍ
）

と
い
う
言
葉
で
登
場
し
た
。
Ｅ
Ｂ
Ｍ
と
は
、「
研
究

で
つ
く
ら
れ
た
最
善
の
エ
ビ
デ
ン
ス
を
、
臨
床
的
知

識
・
環
境
と
、
患
者
の
価
値
観
を
統
合
し
て
、
目
の

前
の
患
者
の
た
め
に
使
う（

２
）」
実
践
で
あ
る
。

Ｅ
Ｂ
Ｍ
は
、
医
療
の
中
で
も
伝
染
病
な
ど
の
集
団

医
療
や
健
康
問
題
を
対
象
と
し
、
お
も
に
統
計
学
を

用
い
て
分
析
す
る
疫
学
研
究
で
展
開
さ
れ
た
。
Ｅ
Ｂ

Ｍ
の
背
景
に
は
、
臨
床
判
断
を
実
証
的
裏
づ
け
な
く

教
育
に
お
け
る「
エ
ビ
デ
ン
ス
」の
多
義
性

★
エ
ビ
デ
ン
ス
と
い
う
言
葉
は
多
義
的
で
、
本
来

は
ラ
ン
ダ
ム
化
比
較
試
験
（
Ｒ
Ｃ
Ｔ
ｓ
）
の
結
果

を
集
積
し
、
系
統
的
レ
ビ
ュ
ー
（
Ｓ
Ｒ
）
で
産
出

さ
れ
る
も
の
を
指
す
。
研
究
者
は
知
識
支
援
型
の

エ
ビ
デ
ン
ス
供
給
、
政
策
立
案
者
は
需
要
に
政
策

決
定
支
援
型
の
エ
ビ
デ
ン
ス
活
用
の
点
か
ら
こ
の

言
葉
を
用
い
る
。
デ
ー
タ
が
安
易
に
政
策
の
裏
づ

け
と
さ
れ
る
危
険
性
を
肝
に
銘
じ
、
指
導
や
評
価

の
際
は
、
デ
ー
タ
の
客
観
性
に
つ
い
て
の
正
確
な

知
識
や
見
識
を
有
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

放
送
大
学
教
授

岩い
わ

崎さ
き

久く

美み

子こ

要　　旨

エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
教
育

特
集
１
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特集1　エビデンスに基づく教育

権
威
者
の
見
解
で
行
っ
て
き
た
こ
と
へ
の
医
療
の
世

界
に
お
け
る
反
省
と
反
発
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る（

３
）。

Ｒ
Ｃ
Ｔ
ｓ
は
、
厳
密
な
条
件
統
制
下
で
実
施
さ
れ

る
た
め
、
サ
ン
プ
ル
数
は
制
限
さ
れ
る
。
そ
の
た

め
、
同
じ
研
究
テ
ー
マ
の
Ｒ
Ｃ
Ｔ
ｓ
を
Ｓ
Ｒ
と
い
っ

た
統
計
的
手
法
で
統
合
す
る
。
医
療
の
世
界
で
は
、

こ
の
結
果
を
狭
義
に
「
エ
ビ
デ
ン
ス
」
と
称
す
る
。

し
か
し
同
時
に
、
広
範
囲
の
知
識
や
情
報
を
網
羅
で

き
る
よ
う
、
エ
ビ
デ
ン
ス
の
質
の
グ
レ
ー
ド
を
整

理
・
明
示
化
し
、
狭
義
の
エ
ビ
デ
ン
ス
だ
け
で
な
く

ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
な
ど
も
含
む
「
エ
ビ
デ
ン
ス
の

階
層
表
」
と
い
っ
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
も
提
示
さ
れ
て

い
る
。

Ｅ
Ｂ
Ｍ
は
、
情
報
処
理
・
伝
達
の
技
術
革
新
に
伴

い
膨
大
な
臨
床
文
献
を
即
座
に
検
索
で
き
る
巨
大
な

書
誌
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
に
よ
っ
て
可
能
に
な
っ

た
。
Ｅ
Ｂ
Ｍ
の
背
景
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

り
知
識
が
一
般
に
流
通
可
能
に
な
る
中
、
膨
大
な
情

報
の
中
か
ら
一
定
の
手
順
で
質
が
保
証
さ
れ
た
知
識

を
社
会
で
共
有
す
る
目
的
へ
の
希
求
が
あ
っ
た
。
つ

ま
り
、
政
策
や
実
践
へ
の
活
用
の
た
め
、
有
効
で
質

の
高
い
知
識
（
デ
ー
タ
）
を
科
学
的
に
整
理
し
よ
う

と
し
た
も
の
が
エ
ビ
デ
ン
ス
の
真
意
な
の
で
あ
る
。

3
政
策
決
定
支
援
型
の
エ
ビ
デ
ン
ス

一
方
、
政
策
決
定
支
援
型
の
エ
ビ
デ
ン
ス
と
は
、

活
用
を
考
え
る
政
策
立
案
者
の
立
場
に
立
っ
た
も
の

で
あ
る
。
近
年
で
は
、
わ
が
国
で
も
、
行
政
用
語
と

し
て
の
「
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
政
策
立
案
」

（E
vidence-based Policy M

aking 

以
下
、
Ｅ

Ｂ
Ｐ
Ｍ
）
と
い
う
言
葉
に
よ
り
、
医
療
で
用
い
ら
れ

る
本
来
の
意
味
以
上
に
「
政
策
決
定
支
援
型
の
エ
ビ

デ
ン
ス
」
が
世
の
中
に
は
知
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。一

九
九
〇
年
代
以
降
に
お
い
て
、
エ
ビ
デ
ン
ス
と

い
う
言
葉
が
教
育
政
策
の
舞
台
に
登
場
し
た
の
は
、

政
策
立
案
者
側
に
医
療
と
は
異
な
る
観
点
か
ら
エ
ビ

デ
ン
ス
と
い
う
言
葉
へ
の
需
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
そ
の
背
景
に
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
で
先
進

諸
国
の
多
く
が
国
際
競
争
力
を
強
化
す
る
た
め
、
高

い
生
産
性
、
付
加
価
値
、
技
術
革
新
を
も
た
ら
す
知

識
や
熟
練
し
た
ス
キ
ル
を
持
つ
労
働
力
育
成
を
政
策

課
題
と
し
た
こ
と
、
ま
た
、
知
識
が
経
済
や
社
会
の

発
展
の
た
め
に
重
要
視
さ
れ
る
時
代
に
な
り
、
経
済

成
長
と
個
人
の
雇
用
確
保
・
維
持
の
た
め
に
、
生
涯

に
わ
た
る
教
育
や
訓
練
が
必
須
と
い
う
考
え
方
が
、

先
進
諸
国
共
通
に
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
、
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
雇
用
の
確

保
や
維
持
の
た
め
の
教
育
や
訓
練
へ
の
公
的
財
政
支

出
が
求
め
ら
れ
、
予
算
獲
得
や
政
策
評
価
の
際
に
説

得
性
あ
る
、
実
証
的
な
研
究
成
果
が
必
要
と
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

教
育
予
算
獲
得
の
た
め
の
デ
ー
タ
と
し
て
多
く
の

先
進
諸
国
で
重
用
さ
れ
た
の
は
、
経
済
協
力
開
発
機

構
（O

rganisation for Econim
ic Co-operation 

and D
evelopm

ent 

以
下
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
に
よ
る

国
際
比
較
調
査
で
あ
っ
た
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
は
、
教
育
や

職
業
訓
練
に
対
す
る
教
育
投
資
が
生
産
性
や
経
済
発

展
に
つ
な
が
る
と
い
っ
た
人
的
資
本
論
に
立
脚
し
た

主
張
を
行
う
。
そ
の
た
め
、
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
（
生
徒
の
学

習
到
達
度
調
査
）
な
ど
の
結
果
に
よ
る
国
別
の
ラ
ン

キ
ン
グ
が
、
経
済
生
産
性
、
マ
ン
パ
ワ
ー
や
国
際
競

争
力
の
予
測
代
替
指
標
と
し
て
、
教
育
投
資
の
必
要

性
を
喚
起
し
、
予
算
要
求
時
の
説
得
力
あ
る
デ
ー
タ

の
一
つ
と
し
て
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

政
治
学
者
の
ウ
ェ
イ
ス
（W

eiss, C
.H

.

）
は
、

政
策
に
お
け
る
研
究
活
用
を
整
理
し
類
型
化
し
て
い

る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
政
策
の
研
究
活
用
と
し
て

は
、
研
究
内
容
の
精
緻
さ
で
は
な
く
政
治
的
に
特
定

の
立
場
を
支
持
し
た
り
反
対
し
た
り
す
る
た
め
に
用

い
ら
れ
る
「
政
治
的
モ
デ
ル
」、
研
究
の
知
見
よ
り

も
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
事
実
だ
け
が
重
要
と
さ
れ

る
「
戦
術
的
モ
デ
ル
」
な
ど（

４
）、

口
実
的
な
目
的
で
研

究
が
エ
ビ
デ
ン
ス
と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
も
多
い

と
さ
れ
る
。
エ
ビ
デ
ン
ス
は
「
Ｒ
Ｃ
Ｔ
ｓ
＋
Ｓ
Ｒ
」

の
よ
う
な
証
拠
能
力
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
何
か
を

エ
ビ
デ
ン
ス
と
呼
ぶ
こ
と
の
政
治
的
・
レ
ト
リ
ッ
ク

的
な
効
果
に
よ
っ
て
威
力
を
発
揮
す
る（

５
）

と
の
指
摘

は
、「
政
策
決
定
支
援
型
の
エ
ビ
デ
ン
ス
」
活
用
の

負
の
面
を
表
す
も
の
で
あ
る
。

4
英
米
に
お
け
る
エ
ビ
デ
ン
ス
導
入
の
動
き
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エ
ビ
デ
ン
ス
と
い
う
言
葉
は
、
研
究
者
に
と
っ
て

は
、
教
育
統
計
や
教
育
測
定
な
ど
の
技
術
的
側
面
や

客
観
性
を
担
保
し
よ
う
と
す
る
科
学
的
志
向
を
象
徴

す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
政
策
科
学
と
し
て

の
教
育
研
究
の
成
熟
は
、
ど
こ
の
国
に
あ
っ
て
も
他

の
学
問
と
比
べ
て
後
発
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
英
国

は
、
エ
ビ
デ
ン
ス
の
定
義
を
幅
広
く
と
ら
え
、
エ
ビ

デ
ン
ス
に
基
づ
く
教
育
政
策
を
先
進
的
に
導
入
し
た

国
の
一
つ
で
あ
る
。
英
国
で
の
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ

く
教
育
政
策
の
議
論
の
経
緯
を
見
る
と
、
ケ
ン
ブ
リ

ッ
ジ
大
学
教
授
ハ
ー
グ
リ
ー
ブ
ズ
（H

argreaves, 
D

.H
.

）
が
教
育
研
究
の
非
科
学
性
に
問
題
提
起
し

た
一
九
九
六
年
の
教
員
養
成
研
修
局
（
Ｔ
Ｔ
Ａ
）
で

の
講
演（「
研
究
に
基
づ
く
専
門
職
と
し
て
の
教
職
」）

が
契
機
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
以
降
、
エ
ビ
デ
ン
ス

の
名
の
下
に
政
策
科
学
と
し
て
の
教
育
研
究
を
推
進

し
よ
う
と
す
る
学
界
の
機
運
が
高
ま
り
、
そ
の
動
き

と
一
九
九
七
年
発
足
し
た
英
国
労
働
党
政
権
の
「
政

府
の
現
代
化
」
が
連
動
し
、
教
育
雇
用
省
で
の
教
育

政
策
評
価
に
お
け
る
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
施
策
が

講
じ
ら
れ
て
い
く
。

米
国
で
は
、
一
九
六
〇
年
代
に
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
統

領
に
よ
る
「
偉
大
な
社
会
」
構
想
の
も
と
に
提
唱
さ

れ
た
「
貧
困
と
の
闘
い
」
に
お
い
て
教
育
政
策
の
有

効
性
を
実
証
す
る
た
め
、
社
会
科
学
実
験
が
本
格
的

に
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
介
入
実
験
で
あ
る

ペ
リ
ー
初
等
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、
大
規
模
Ｒ
Ｃ
Ｔ

ｓ
に
よ
り
学
級
規
模
の
効
果
に
つ
い
て
実
験
し
た
、

テ
ネ
シ
ー
州
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
（Student / T

eacher 
A

chievem
ent R

atio

）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
よ
い

例
で
あ
る
。
実
証
研
究
の
歴
史
が
あ
る
う
え
に
、
二

〇
〇
一
年
の
「
落
ち
こ
ぼ
れ
を
作
ら
な
い
た
め
の
初

等
中
等
教
育
（N

o C
hild Left B

ehind

：
Ｎ
Ｃ
Ｌ

Ｂ
）
法
」
成
立
以
後
、
学
力
改
善
に
関
す
る
科
学
的

根
拠
に
基
づ
く
研
究
へ
の
研
究
助
成
重
視
の
流
れ
や

Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
の
推
進
が
見
ら
れ
た
。

総
じ
て
、
英
米
で
は
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
か
ら

二
〇
〇
〇
年
初
頭
に
か
け
て
エ
ビ
デ
ン
ス
の
名
の
も

と
に
、
教
育
政
策
評
価
に
お
い
て
デ
ー
タ
に
基
づ
く

成
果
主
義
が
取
ら
れ
、
そ
の
評
価
が
教
育
予
算
に
結

び
つ
く
傾
向
が
あ
っ
た
。

5
適
切
な
測
定
や
評
価
に
向
け
て

教
育
に
お
け
る
エ
ビ
デ
ン
ス
と
は
、
教
育
政
策
や

実
践
に
お
け
る
研
究
活
用
を
目
的
と
す
る
知
識
や
研

究
の
実
利
的
活
用
で
あ
る
。
知
識
経
済
で
は
有
用
で

活
用
可
能
な
知
識
に
価
値
が
置
か
れ
が
ち
で
あ
り
、

こ
の
こ
と
は
学
術
界
に
も
影
響
を
与
え
る
。
教
育
研

究
の
有
用
性
や
科
学
的
実
証
性
を
求
め
る
動
き
が
Ｅ

Ｂ
Ｐ
Ｍ
に
親
和
性
を
持
つ
こ
と
も
あ
ろ
う
。

研
究
者
が
エ
ビ
デ
ン
ス
を
考
え
る
場
合
、
研
究
水

準
を
高
め
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、
知
識
支
援
型
の

精
緻
な
実
証
デ
ー
タ
を
志
向
し
、
Ｒ
Ｃ
Ｔ
ｓ
＋
Ｓ
Ｒ

に
代
表
さ
れ
る
科
学
的
客
観
性
を
持
つ
厳
密
な
手
法

が
支
持
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
に
対
し
、
政
策

立
案
者
は
、
政
策
の
判
断
材
料
を
求
め
、
エ
ビ
デ
ン

ス
を
広
義
に
と
ら
え
る
傾
向
が
あ
る
。
行
政
や
政
治

の
意
図
に
沿
っ
た
政
策
決
定
支
援
の
た
め
に
、
身
近

な
デ
ー
タ
が
安
易
に
政
策
の
裏
づ
け
と
し
て
用
い
ら

れ
る
場
合
も
あ
る
。
エ
ビ
デ
ン
ス
を
求
め
る
主
体
に

よ
っ
て
、
エ
ビ
デ
ン
ス
の
定
義
の
厳
密
さ
、
内
容
や

活
用
の
目
的
が
異
な
る
の
で
あ
る
。

指
導
や
評
価
に
際
し
て
は
、
エ
ビ
デ
ン
ス
と
い
う

言
葉
の
持
つ
多
義
性
を
肝
に
銘
じ
、
デ
ー
タ
の
信
頼

性
や
妥
当
性
に
つ
い
て
の
正
確
な
知
識
や
デ
ー
タ
を

活
用
す
る
こ
と
に
対
す
る
見
識
を
有
す
る
こ
と
が
重

要
な
の
で
あ
る
。
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